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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アップリンクサービスのための第１の専用伝送チャンネルと前記第１の専用伝送チャン
ネルより向上した第２の専用伝送チャンネルを支援する移動通信システムにおけるユーザ
ー端末(ＵＥ)がアップリンクデータを伝送する方法であって、
　送信しようとするアップリンクサービスに対して、前記第１の専用伝送チャンネルを含
む第１の無線ベアラと前記第２の専用伝送チャンネルを含む第２の無線ベアラを構成する
段階と、
　前記ＵＥのアクティブセットに含まれるセルが、前記第２の専用伝送チャンネルを支援
する少なくとも一つのセルで構成されるか否かを判定する段階と、
　前記セルすべてが前記第２の専用伝送チャンネルを支援しない場合に、前記第１の無線
ベアラを通じてアップリンクデータを伝送する段階と、
　前記ＵＥのセルが前記第２の専用伝送チャンネルを支援する少なくとも一つのセルで構
成されると、前記第２の無線ベアラを通じてアップリンクデータを伝送する段階と、
　を有することを特徴とする方法。
【請求項２】
　サービング無線ネットワーク制御器(ＳＲＮＣ)から、前記アップリンクサービスに関連
した論理チャンネルが前記第１の専用伝送チャンネル及び前記第２の専用伝送チャンネル
にマッピングされることを少なくとも示すアップリンク伝送チャンネルタイプを含む無線
ベアラ設定メッセージを受信する段階と、
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　前記第１及び第２の専用伝送チャンネルのチャンネル構成情報を前記ＳＲＮＣから受信
する段階と、
　前記第１及び第２の専用伝送チャンネルが各々マッピングされる第１及び第２の物理チ
ャンネルのチャンネル構成情報を前記ＳＲＮＣから受信する段階と、
　をさらに有することを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記第１及び第２の無線ベアラを構成する段階は、
　前記アップリンク伝送チャンネルタイプを貯蔵する段階と、
　前記チャンネル構成情報により前記論理チャンネルを含む第１の無線ベアラを構成する
段階と、
　前記チャンネル構成情報により前記第１の専用伝送チャンネル及び前記第１の物理チャ
ンネルを構成する段階と、
　前記チャンネル構成情報により前記論理チャンネルを含む第２の無線ベアラを構成する
段階と、
　前記チャンネル構成情報により前記第２の専用伝送チャンネル及び前記第２の物理チャ
ンネルを構成する段階と、
　を有することを特徴とする請求項２記載の方法。
【請求項４】
　前記ユーザー端末がターゲットセルに移動することによって、前記ターゲットセルが前
記第２の専用伝送チャンネルを支援するか否かを示すインジケータ情報を含むアクティブ
セット更新メッセージを受信する段階と、
　前記アクティブセット更新メッセージにより更新されたアクティブセットのセルすべて
が前記第２の専用伝送チャンネルを支援しない場合に、前記第１の無線ベアラを通じて前
記アップリンクデータを伝送する段階と、
　前記更新されたアクティブセットが前記第２の専用伝送チャンネルを支援する少なくと
も一つのセルで構成されると、前記第２の無線ベアラを通じて前記アップリンクデータを
伝送する段階と、
　をさらに有することを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項５】
　前記ユーザー端末のアクティブセットに含まれるセルが前記第２の専用伝送チャンネル
を支援する少なくとも一つのセルで構成される場合に、前記第２の専用伝送チャンネルを
支援する少なくとも一つのセルの無線状態測定値が予め定められた所定のしきい値を超え
るか否かを判定する段階と、
　前記第２の専用伝送チャンネルを支援する少なくとも一つのセルの無線状態測定値が前
記しきい値を超えない場合に、前記第１の無線ベアラを通じてアップリンクデータを伝送
する段階と、
　前記第２の専用伝送チャンネルを支援する少なくとも一つのセルの無線状態測定値が前
記しきい値を超える場合に、前記第２の無線ベアラを通じてアップリンクデータを伝送す
る段階と、
　をさらに有することを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項６】
　アップリンクサービスのための第１の専用伝送チャンネルと前記第１の専用伝送チャン
ネルより向上した第２の専用伝送チャンネルを支援する移動通信システムにおけるユーザ
ー端末がアップリンクデータを伝送する方法であって、
　前記ユーザー端末の無線リソースを制御するサービング無線ネットワーク制御器(ＳＲ
ＮＣ)から前記第１の専用伝送チャンネルに対する第１のインジケータと前記第２の専用
伝送チャンネルに対する第２のインジケータのうち少なくとも一つを含むターゲット伝送
チャンネル情報を受信する段階と、
　送信しようとするアップリンクサービスに対して、前記第１の専用伝送チャンネルを含
む第１の無線ベアラと前記第２の専用伝送チャンネルを含む第２の無線ベアラを構成する
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段階と、
　前記ターゲット伝送チャンネル情報が前記第１の専用伝送チャンネルの前記第１のイン
ジケータを含む場合に、前記第１の無線ベアラを通じてアップリンクデータを伝送する段
階と、
　前記ターゲット伝送チャンネル情報が前記第２の専用伝送チャンネルの前記第２のイン
ジケータを含む場合に、前記第２の無線ベアラを通じてアップリンクデータを伝送する段
階と、
　を有することを特徴とする方法。
【請求項７】
　前記ターゲット伝送チャンネル情報を受信する段階は、
　前記サービング無線ネットワーク制御器(ＳＲＮＣ)から、前記アップリンクサービスに
関連した論理チャンネルが前記第１の専用伝送チャンネル及び前記第２の専用伝送チャン
ネルにマッピングされることを少なくとも示すアップリンク伝送チャンネルタイプを含む
無線ベアラ設定メッセージを受信する段階と、
　前記第１及び前記第２の専用伝送チャンネルのチャンネル構成情報を前記ＳＲＮＣから
受信する段階と、
　前記第１及び前記第２の専用伝送チャンネルが各々マッピングされる第１及び第２の物
理チャンネルのチャンネル構成情報を前記ＳＲＮＣから受信する段階と、
　前記ターゲット伝送チャンネル情報を前記ＳＲＮＣから受信する段階と、
　を有することを特徴とする請求項６記載の方法。
【請求項８】
　前記第１及び第２の無線ベアラを構成する段階は、
　前記アップリンク伝送チャンネルタイプを貯蔵する段階と、
　前記チャンネル構成情報により前記論理チャンネルを含む第１の無線ベアラを構成する
段階と、
　前記チャンネル構成情報により前記第１の専用伝送チャンネル及び前記第１の物理チャ
ンネルを構成する段階と、
　前記チャンネル構成情報により前記論理チャンネルを含む第２の無線ベアラを構成する
段階と、
　前記チャンネル構成情報により前記第２の専用伝送チャンネル及び前記第２の物理チャ
ンネルを構成する段階と、
　を有することを特徴とする請求項７記載の方法。
【請求項９】
　前記ユーザー端末がターゲットセルに移動することによって、前記ターゲットセルが前
記第２の専用伝送チャンネルを支援するか否かを示すインジケータ情報を含むアクティブ
セット更新メッセージを受信する段階と、
　前記アクティブセット更新メッセージと伝送チャンネル表示メッセージのうち少なくと
も一つを通じて、前記ターゲットセルで使用する専用伝送チャンネルを表示する伝送チャ
ンネル表示情報を獲得する段階と、
　前記伝送チャンネル表示情報により、前記第１の無線ベアラと前記第２の無線ベアラの
うち少なくとも一つを通じて前記アップリンクデータを伝送する段階と、
　をさらに有することを特徴とする請求項６記載の方法。
【請求項１０】
　アップリンクサービスのための第１の専用伝送チャンネルと前記第１の専用伝送チャン
ネルより向上した第２の専用伝送チャンネルを支援する移動通信システムにおけるアップ
リンクデータを伝送するユーザー端末の装置であって、
　前記ユーザー端末の無線リソースを制御するためのサービング無線ネットワーク制御器
(ＳＲＮＣ)と、
　シグナリングメッセージを送受信する無線リソース制御(ＲＲＣ)シグナリング送受信部
と、
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　前記ＲＲＣシグナリング送受信部と通信し、送信しようとするアップリンクサービスに
関連した論理チャンネルが前記第１及び前記第２の専用伝送チャンネルにマッピングされ
ることを少なくとも示すアップリンク伝送チャンネルタイプ及び前記第１の専用伝送チャ
ンネルを含む第１の無線ベアラと前記第２の専用伝送チャンネルを含む第２の無線ベアラ
のチャンネル構成情報を貯蔵し、前記アップリンクサービスのために前記第１の無線ベア
ラ及び前記第２の無線ベアラのうち少なくとも一つを選択するデータ伝送制御部と、
　前記構成情報によって、前記論理チャンネルと前記第１の専用伝送チャンネル及び前記
第１の専用伝送チャンネルがマッピングされる第１の物理チャンネルを含む前記第１の無
線ベアラと、前記論理チャンネルと前記第２の専用伝送チャンネル及び前記第２の専用伝
送チャンネルがマッピングされる第２の物理チャンネルを含む前記第２の無線ベアラを構
成し、前記データ伝送制御部によって選択された前記第１及び第２の無線ベアラのうち少
なくとも一つを通じてアップリンクデータを伝送するアップリンクデータ伝送部と、
　を含むことを特徴とする装置。
【請求項１１】
　前記データ伝送制御部は、
　前記ユーザー端末のアクティブセットに含まれるセルが前記第２の専用伝送チャンネル
を支援する少なくとも一つのセルで構成すれる場合に前記第２の無線ベアラを選択し、前
記ユーザー端末のすべてのセルが前記第２の専用伝送チャンネルを支援しない場合に前記
第１の無線ベアラを選択することを特徴とする請求項１０記載の装置。
【請求項１２】
　前記データ伝送制御部は、
　前記第２の専用伝送チャンネルを支援する少なくとも一つのセルの無線状態測定値が予
め定められたしきい値を超えるか否かを判定し、
　前記第２の専用伝送チャンネルを支援する少なくとも一つのセルの無線状態測定値が前
記しきい値を超えない場合に前記第１の無線ベアラを選択し、
　前記第２の専用伝送チャンネルを支援する少なくとも一つのセルの無線状態測定値が前
記予め定められたしきい値を超える場合に、前記第２の無線ベアラを選択することを特徴
とする請求項１１記載の装置。
【請求項１３】
　前記データ伝送制御部は、前記ＳＲＮＣから受信し、前記ＲＲＣシグナリング送受信部
に伝送されたターゲット伝送チャンネル情報及び伝送チャンネル表示情報のうち少なくと
も一つによって前記第１の無線ベアラ又は前記第２の無線ベアラを選択することを特徴と
する請求項１０記載の装置。
【請求項１４】
　アップリンクサービスのための第１の専用伝送チャンネルと前記第１の専用伝送チャン
ネルより向上した第２の専用伝送チャンネルを使用し、少なくとも一つ以上のセルで前記
第２の専用伝送チャンネルを支援する移動通信システムの無線ネットワーク制御器におけ
るユーザー端末からアップリンクデータを受信するための方法であって、
　要求されたアップリンクサービスにより前記第１の専用伝送チャンネルを含む第１の無
線ベアラに対する第１のチャンネル構成情報と前記第２の専用伝送チャンネルを含む第２
の無線ベアラに対する第２のチャンネル構成情報を設定する段階と、
　前記第１及び第２のチャンネル構成情報を無線ベアラ設定メッセージに乗せて前記ユー
ザー端末に伝送する段階と、
　前記ユーザー端末の移動によるアクティブセット変更により選択された前記第１の無線
ベアラ及び前記第２の無線ベアラのうち少なくとも一つを通じて前記ユーザー端末からア
ップリンクデータを受信する段階と、
　を有することを特徴とする方法。
【請求項１５】
　前記無線ベアラ設定メッセージは、
　前記アップリンクサービスに関連した論理チャンネルが前記第１の専用伝送チャンネル
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及び前記第２の専用伝送チャンネルにマッピングされることを示すアップリンク伝送チャ
ンネルタイプと、
　前記第１及び第２の専用伝送チャンネルの構成情報と、前記第１の専用伝送チャンネル
と前記第２の専用伝送チャンネルが各々マッピングされる第１の物理チャンネルと第２の
物理チャンネルの構成情報を含むことを特徴とする請求項１４記載の方法。
【請求項１６】
　前記ユーザー端末がターゲットセルに移動することによって、前記ターゲットセルが前
記第２の専用伝送チャンネルを支援する否かを示すインジケータ情報を含むアクティブセ
ット更新メッセージを前記ユーザー端末に伝送する段階をさらに有することを特徴とする
請求項１４記載の方法。
【請求項１７】
　前記ユーザー端末がターゲットセルに移動することによって、前記ターゲットセルを制
御するドリフト無線ネットワーク制御器(ＤＲＮＣ）に前記第１のチャンネル構成情報と
前記第２のチャンネル構成情報を含む無線リンク設定要求メッセージ及び無線リンク追加
メッセージのうち少なくとも一つを伝送する段階と、
　前記ＤＲＮＣから前記ターゲットセルが前記第２の専用伝送チャンネルを支援するか否
かを示す前記インジケータ情報を含む無線リンク設定応答メッセージ及び無線リンク追加
応答メッセージのうち少なくとも一つを受信する段階と、
　をさらに有することを特徴とする請求項１６記載の方法。
【請求項１８】
　アップリンクサービスのための第１の専用伝送チャンネルと前記第１の専用伝送チャン
ネルより向上した第２の専用伝送チャンネルを使用し、少なくとも一つ以上のセルで前記
第２の専用伝送チャンネルを支援する移動通信システムの無線ネットワーク制御器におけ
るユーザー端末からアップリンクデータを受信するための方法であって、
　要求されたアップリンクサービスにより前記第１の専用伝送チャンネルを含む第１の無
線ベアラに対する第１のチャンネル構成情報と前記第２の専用伝送チャンネルを含む第２
の無線ベアラに対する第２のチャンネル構成情報を設定する段階と、
　前記第１のチャンネル構成情報、前記第２のチャンネル構成情報、及び前記第１の専用
伝送チャンネル又は前記第２の専用伝送チャンネル示すターゲット伝送チャンネル情報を
無線ベアラ設定メッセージに乗せて前記ユーザー端末に伝送する段階と、
　前記ターゲット伝送チャンネル情報により選択された前記第１の無線ベアラ及び前記第
２の無線ベアラのうち少なくとも一つを通じて前記ユーザー端末からアップリンクデータ
を受信する段階と、
　を有することを特徴とする方法。
【請求項１９】
　前記無線ベアラ設定メッセージは、
　前記アップリンクサービスに関連した論理チャンネルが前記第１の専用伝送チャンネル
及び前記第２の専用伝送チャンネルにマッピングされることを示すアップリンク伝送チャ
ンネルタイプと、
　前記第１の専用伝送チャンネルと前記第２の専用伝送チャンネルのチャンネル構成情報
と、
　前記第１の専用伝送チャンネルと前記第２の専用伝送チャンネルが各々マッピングされ
る第１の物理チャンネルと第２の物理チャンネルのチャンネル構成情報と、
　前記ターゲット伝送チャンネル情報と、
　を含むことを特徴とする請求項１８記載の方法。
【請求項２０】
　前記ユーザー端末がターゲットセルに移動することによって、前記ターゲットセルが前
記第２の専用伝送チャンネルを支援するか否かを示すインジケータ情報を含むアクティブ
セット更新メッセージを伝送する段階と、
　前記アクティブセット更新メッセージ又は伝送チャンネル表示メッセージを通じて前記
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ターゲットセルで使用する専用伝送チャンネルを示す伝送チャンネル表示情報を伝送する
段階と、
　をさらに有することを特徴とする請求項１８記載の方法。
【請求項２１】
　前記ユーザー端末がターゲットセルに移動することによって、前記ターゲットセルを制
御するドリフト無線ネットワーク制御器(ＤＲＮＣ）に前記第１のチャンネル構成情報と
前記第２のチャンネル構成情報を含む無線リンク設定要求メッセージ及び無線リンク追加
メッセージのうち少なくとも一つを伝送する段階と、
　前記ＤＲＮＣから、前記ターゲットセルが前記第２の専用伝送チャンネルを支援するか
否かを示す前記インジケータ情報を含む無線リンク設定応答メッセージ及び無線リンク追
加応答メッセージのうち少なくとも一つを受信する段階と、
　前記ＤＲＮＣとアップリンクデータの通信のための無線ベアラを設定する段階と、
　をさらに有することを特徴とする請求項２０記載の方法。
【請求項２２】
　アップリンクサービスのための第１の専用伝送チャンネルと前記第１の専用伝送チャン
ネルより向上した第２の専用伝送チャンネルを使用し、少なくとも一つ以上のセルで前記
第２の専用伝送チャンネルを支援する移動通信システムにおけるユーザー端末からアップ
リンクサービスを受信するための無線ネットワーク制御器の装置であって、
　要求されたアップリンクサービスに関連した論理チャンネルが前記第１の専用伝送チャ
ンネル及び前記第２の専用伝送チャンネルにマッピングされることを示すアップリンク伝
送チャンネルタイプ及び前記第１の専用伝送チャンネルを含む第１の無線ベアラの第１の
チャンネル構成情報と前記第２の専用伝送チャンネルを含む第２の無線ベアラの第２のチ
ャンネル構成情報を設定する無線ベアラ設定制御部と、
　前記アップリンク伝送チャンネルタイプ及び前記第１及び第２のチャンネル構成情報を
含む無線ベアラ設定メッセージを前記ユーザー端末に伝送する無線リソース制御(ＲＲＣ)
シグナリング送受信部と、
　前記ユーザー端末が前記アップリンク伝送チャンネルタイプ及び前記第１及び第２のチ
ャンネル構成情報に基づいて前記第１の無線ベアラ及び前記第２の無線ベアラを設定した
後に、前記ユーザー端末が位置するセルにより選択された前記第１の無線ベアラ又は前記
第２の無線ベアラを通じて前記ユーザー端末からアップリンクデータを受信するアップリ
ンクデータ受信部と、
　を含むことを特徴とする装置。
【請求項２３】
　前記ＲＲＣシグナリング送受信部は、前記ユーザー端末が使用する前記第１の無線ベア
ラ又は前記第２の無線ベアラを示すターゲット伝送チャンネル情報を前記ユーザー端末に
伝送することを特徴とする請求項２２記載の装置。
【請求項２４】
　前記ＲＲＣシグナリング送受信部は、前記ユーザー端末がターゲットセルに移動するこ
とによって、前記ターゲットセルが前記第２の専用伝送チャンネルを支援するか否かを示
すインジケータ情報を含むアクティブセット更新メッセージを前記ユーザー端末に伝送す
ることを特徴とする請求項２２記載の装置。
【請求項２５】
　前記ユーザー端末がターゲットセルに移動することによって、前記ターゲットセルを制
御するドリフト無線ネットワーク制御器(ＤＲＮＣ）に前記第１のチャンネル構成情報と
前記第２のチャンネル構成情報を含む無線リンク設定要求メッセージ及び無線リンク追加
メッセージのうち少なくとも一つを伝送し、
　前記ＤＲＮＣから前記ターゲットセルが前記第２の専用伝送チャンネルを支援するか否
かを示す前記インジケータ情報を含む無線リンク設定応答メッセージ及び無線リンク追加
応答メッセージのうち少なくとも一つを受信し、
　前記ＤＲＮＣとアップリンクデータの通信のためのベアラを設定するＩｕｒシグナリン
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グ送受信部をさらに含むことを特徴とする請求項２４記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はＷＣＤＭＡ(Wideband Code Division Multiple Access)通信に関するもので、
特に、ユーザー端末(User Equipment:以下、“ＵＥ”とする)が向上したアップリンクチ
ャンネル(Enhanced Uplink Dedicated Channel:以下、“ＥＵＤＣＨ”又は“Ｅ-ＤＣＨ”
とする)を支援するセルとＥ-ＤＣＨを支援しないセルを含むネットワークを通過するとき
に、逆方向データ伝送のための伝送通路としてＥ-ＤＣＨ又はＤＣＨを選択的に使用する
方法及び装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　ＵＭＴＳ(Universal Mobile Telecommunication Service)システムは、ヨーロッパ式移
動通信システムであるＧＳＭ(Global System for Mobile Communications）とＧＰＲＳ(G
eneral Packet Radio Services)に基づいて広帯域符号分割多重接続(Wideband Code Divi
sion Multiple Access：以下、“ＣＤＭＡ”とする）を使用する第３世代の移動通信シス
テムである。ＵＭＴＳは、移動電話やコンピュータユーザーが全世界どこにいてもパケッ
トベースのテキスト、デジタル化された音声やビデオ及びマルチメディアデータを２Mbps
以上の高速で伝送できる一定のサービスを提供する。
【０００３】
　図１は、一般的なＵＴＲＡＮ(UMTS Terrestrial Radio Access Network)を示す構成図
である。
【０００４】
　図１を参照すると、ＵＴＲＡＮ１１１はＲＮＣ(Radio Network Controller)１３１，１
３２とＮｏｄｅ Ｂ１４１，１４２，１４３，１４４で構成され、ＵＥ１５１がコアネッ
トワーク(Core Network:以下、“ＣＮ”とする)１０１に接続する。Ｎｏｄｅ Ｂ１４１～
１４４は複数の下位セルを含み、それぞれのＲＮＣ１３１，１３２は該当する下位のＮｏ
ｄｅ Ｂを制御し、それぞれのＮｏｄｅ Ｂは該当する下位のセルを制御する。各ＲＮＣ１
３１，１３２と、各ＲＮＣ１３１，１３２の制御下にあるＮｏｄｅ Ｂと、Ｎｏｄｅ Ｂの
制御下にあるセルがＲＮＳ(Radio Network Subsystem)１２１，１２２を構成する。
【０００５】
　ＲＮＣ１３１，１３２は、自分が制御するＮｏｄｅ Ｂ１４１～１４４の無線リソース
の管理又は割り当てを行い、Ｎｏｄｅ Ｂ１４１～１４４は実際に無線リソースを提供す
る役割を遂行する。無線リソースは、セル別に構成され、Ｎｏｄｅ Ｂ１４１～１４４に
よって提供される無線リソースは自分が管理するセルの無線リソースを意味する。ＵＥ１
５１は、特定Ｎｏｄｅ Ｂの特定セルによって提供される無線リソースを用いて無線チャ
ンネルを構成して通信を遂行する。ＵＥ１５１にとっては、セル別に構成される物理階層
のみを認識するため、Ｎｏｄｅ Ｂとセルとの間の区別は無意味である。したがって、Ｎ
ｏｄｅ Ｂとセルは、以下で同一の意味で言及される。
【０００６】
　ＵＥとＲＮＣとの間のインターフェースはＵｕインターフェースと呼ばれ、図２は、Ｕ
ｕインターフェースの詳細な階層的構造を示す。Ｕｕインターフェースは、ＵＥとＲＮＣ
との間に制御信号を交換するために使用される制御平面(Control Plane：Ｃ-Ｐｌａｎｅ)
２０１と、実際のデータを伝送するために使用されるユーザー平面(User Plane：Ｕ-Ｐｌ
ａｎｅ)２０２に区分される。
【０００７】
　制御平面２０１にはＲＲＣ(Radio Resource Control)階層２１１、ＲＬＣ(Radio Link 
Control)階層２４１、ＭＡＣ(Media Access Control)階層２７１、及び物理階層２９１が
存在し、ユーザー平面２０２にはＰＤＣＰ(Packet Data Convergency Protocol)階層２２
１、ＢＭＣ(Broadcast Management Control)階層２３１、ＲＬＣ階層２４１、ＭＡＣ階層
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２７１、及び物理階層２９１が存在する。
【０００８】
　物理階層２９１は、ＯＳＩ(Open System Interworking)モデル７の第１の階層(Layer 1
)に該当し、チャンネルコーディング/デコーディング、変調/復調、チャンネル化/非チャ
ンネル化などの機能を遂行することによって、送信しようとするデータを無線信号に変換
し、無線信号を受信しようとするデータに変換する。物理階層２９１は、伝送チャンネル
２８１によってＭＡＣ階層２７１に接続されている。伝送チャンネル２８１は、チャンネ
ル符号化方式と一つの単位時間で伝送可能なデータの量(transport block set size)など
のパラメーターにより区分される。例えば、アップリンク専用チャンネルはＤＣＨとＥ-
ＤＣＨを含む。ＤＣＨはアップリンク専用チャンネルを意味し、Ｅ-ＤＣＨは向上したア
ップリンク専用チャンネルを意味する。
【０００９】
　ＭＡＣ階層２７１は、論理チャンネル２６１を通じてＲＬＣ階層２４１が伝送するデー
タを適切な伝送チャンネル２８１を通じて物理階層２９１に伝送する役割と、物理階層２
９１が伝送チャンネル２８１を通じて伝送したデータを適切な論理チャンネル２６１を通
じてＲＬＣ階層２４１に伝送する役割をする。ＭＡＣ階層２７１は、論理チャンネル２６
１又は伝送チャンネル２８１を通じて伝送されたデータに追加情報を挿入する、又は挿入
された追加情報を分析して適切に動作させる機能をすることができる。ＭＡＣ階層２７１
は、ランダムアクセス動作を制御する。
【００１０】
　ＲＬＣ階層２４１は、論理チャンネル２６１の設定及び解除を担当する。ＲＬＣ階層２
４１のエンティティ２５１，２５２，２５３，２５４は、認知モード(Acknowledged Mode
：以下、“ＡＭ”とする)、非認知モード(Unacknowledged Mode：以下、“ＵＭ”とする)
、透明モード(Transparent Mode：以下、“ＴＭ”とする）の中で一つの動作モードで動
作できる。各動作モードにより提供される機能に差がある。一般に、ＲＬＣ階層２４１は
、上位階層から下降したサービスデータユニット(ＳＤＵ）を適切なサイズに分割する又
は組立てる機能、ＡＲＲ(Automatic Repeat Request)を通じた誤り訂正機能などを担当す
る。
【００１１】
　ＰＤＣＰ階層２２１は、ユーザー平面２０２でＲＬＣ階層２４１の上位に位置し、ＩＰ
パケットの形態で伝送されたデータのヘッダー圧縮機能と、ＵＥの移動性によりＵＥにサ
ービスを提供するＲＮＣが変更される状況下で、データの無損失伝送機能などを担当する
。また、ＢＭＣ階層２３１は、ユーザー平面２０２でＲＬＣ階層２４１の上位に位置し、
特定セルで不特定多数のＵＥに同一のデータを伝送する放送サービスを支援する。
【００１２】
　ＲＲＣ階層２１１は、ＵＴＲＡＮと端末機間の無線リソースの割り当てと解除などを担
当する。ＲＮＣは、ＲＲＣ接続を通じて、ＲＲＣ接続モード状態のＵＥに割り当てられた
無線リソースを管理し、このＵＥの移動性を制御し、ＵＥに伝送されるべきＣＮ信号を該
当ＵＥに伝送する。また、ＲＮＣは、制御するＮｏｄｅ Ｂの領域内に位置したＵＥのＲ
ＲＣ接続を管理する。
【００１３】
　Ｅ-ＤＣＨは、ＵＭＴＳシステムでＵＥから Ｎｏｄｅ Ｂへの逆方向通信、すなわちア
ップリンク通信において伝送性能を向上させるように開発されたアップリンク専用チャン
ネルを称する。Ｅ-ＤＣＨは、より安定した高速のデータ伝送を支援するために、適応的
変調/符号化(Adaptive Modulation and Coding：ＡＭＣ)、複合自動再伝送要求(Hybrid A
utomatic Retransmission Request：ＨＡＲＱ)、 Ｎｏｄｅ Ｂ制御スケジューリング(Nod
e B-controlled scheduling)、短いＴＴＩ(Transmission Time Interval)サイズのような
多様な技術を支援する。
【００１４】
　ＡＭＣは、Ｎｏｄｅ ＢとＵＥとの間のチャンネル状態によって変調方式と符号化方式
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を決定してリソースの使用効率を増加させるための技術である。変調方式と符号化方式の
組合は、ＭＣＳ(Modulation and Coding Scheme)と呼ばれる。支援可能な変調方式と符号
化方式によりいろいろなＭＣＳレベルの定義が可能である。ＡＭＣは、ＭＣＳのレベルを
ＵＥとＮｏｄｅ Ｂとの間のチャンネル状態に基づいて適応的に決定することでリソース
の使用効率を高める。
【００１５】
　ＨＡＲＱは、初期に伝送されたデータパケットに誤りが発生した場合に、誤りパケット
を補償するためにパケットを再伝送する技術を意味する。ＨＡＲＱは、誤りの発生時に初
期伝送時と同一のフォーマットのパケットを再伝送するチェースコンバイニング(Chase C
ombining：以下、“ＣＣ”とする）技術と、誤りの発生時に初期に伝送されたフォーマッ
トのパケットを再伝送する重複分増加(Incremental Redundancy：以下、“ＩＲ”とする)
技術に区分できる。
【００１６】
　Ｎｏｄｅ Ｂ制御スケジューリングは、Ｅ-ＤＣＨを用いてデータを伝送する場合に、ア
ップリンクデータの伝送可否及び可能なデータレートの上限値などを基地局によって決定
し、この決定された情報をスケジューリング命令として端末に伝送すると、端末がスケジ
ューリング命令を参照して可能なアップリンクＥ-ＤＣＨのデータ伝送率を決定して伝送
する方式を意味する。
【００１７】
　短いＴＴＩサイズは、既存のＧＳＭ/ＧＰＲＳシステムの最小ＴＴＩである１０msより
短い２msのＴＴＩを許容することによって、再伝送遅延時間を短縮し、結果的に高いシス
テムスループット(throughput）を可能にする。
【００１８】
　図３は、無線リンクでＥ-ＤＣＨを通じたアップリンク伝送を説明する図である。
【００１９】
　参照番号３１０はＥ-ＤＣＨを支援する基地局(Base Station)、すなわちＮｏｄｅ Ｂを
示し、参照番号３０１～３０４はＥ-ＤＣＨを使用しているＵＥを示す。図示のように、
ＵＥ３０１～３０４は、各Ｅ-ＤＣＨを通じてＮｏｄｅ Ｂ３１０にデータを伝送する。Ｎ
ｏｄｅ Ｂ３１０は、Ｅ-ＤＣＨを使用するＵＥ３０１～３０４のデータバッファ状態、要
求データ伝送率、或いはチャンネル状況情報を活用して、各ＵＥ別にＥ-ＤＣＨデータ伝
送の可能性可否を知らせ、或いはＥ-ＤＣＨデータ伝送率を調整するスケジューリング動
作を遂行する。
【００２０】
　スケジューリングは、システム全体の性能を高めるために、Ｎｏｄｅ Ｂ３１０の測定
雑音増加(Noise Rise)又はＲＯＴ(Rise over Thermal)値が目標値を超えないようにし、
Ｎｏｄｅ Ｂ３１０から遠く位置するＵＥ３０３，３０４には低いデータ伝送率を割り当
て、近く位置するＵＥ３０１，３０２には高いデータ伝送率を割り当てる方式で遂行され
る。
【００２１】
　Ｅ-ＤＣＨは、３ＧＰＰ(3rd Generation Partnership Project)Ｒｅｌｅａｓｅ９９/４
/５を支援するＮｏｄｅ Ｂによって支援可能になることで、既存のＮｏｄｅ Ｂ、例えば
３ＧＰＰ　Ｒｅｌｅａｓｅ６だけを支援するＮｏｄｅ Ｂによっては支援されることがで
きない。したがって、すべてのセルが向上した３ＧＰＰ標準を支援しない環境で、例えば
Ｅ-ＤＣＨを支援するセルとＥ-ＤＣＨを支援しないセルを含むネットワークで、これらセ
ル間を移動するＵＥがアップリンクデータの伝送のための伝送通路としてＥ-ＤＣＨ又は
ＤＣＨを選別的に使用可能にするための新たな技術を必要とする。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２２】
　したがって、従来技術の問題点を解決するために案出された本発明は、その目的が、向
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上したアップリンクチャンネル(Ｅ-ＤＣＨ）を支援するセルと支援しないセルとの間を移
動するＵＥがアップリンクデータを効率的に伝送する方法及び装置を提供することにある
。
【課題を解決するための手段】
【００２３】
　上記のような目的を達成するために、本発明は、アップリンクサービスのための第１の
専用伝送チャンネルと前記第１の専用伝送チャンネルより向上した第２の専用伝送チャン
ネルを支援する移動通信システムにおけるユーザー端末(ＵＥ)がアップリンクデータを伝
送する方法であって、送信しようとするアップリンクサービスに対して、前記第１の専用
伝送チャンネルを含む第１の無線ベアラと前記第２の専用伝送チャンネルを含む第２の無
線ベアラを構成する段階と、前記ＵＥのアクティブセットに含まれるセルが、前記第２の
専用伝送チャンネルを支援する少なくとも一つのセルで構成されるか否かを判定する段階
と、前記セルすべてが前記第２の専用伝送チャンネルを支援しない場合に、前記第１の無
線ベアラを通じてアップリンクデータを伝送する段階と、前記ＵＥのセルが前記第２の専
用伝送チャンネルを支援する少なくとも一つのセルで構成されると、前記第２の無線ベア
ラを通じてアップリンクデータを伝送する段階とを有することを特徴とする。
【００２４】
　また、本発明は、アップリンクサービスのための第１の専用伝送チャンネルと前記第１
の専用伝送チャンネルより向上した第２の専用伝送チャンネルを支援する移動通信システ
ムにおけるユーザー端末がアップリンクデータを伝送する方法であって、前記ユーザー端
末の無線リソースを制御するサービング無線ネットワーク制御器(ＳＲＮＣ)から前記第１
の専用伝送チャンネルに対する第１のインジケータと前記第２の専用伝送チャンネルに対
する第２のインジケータのうち少なくとも一つを含むターゲット伝送チャンネル情報を受
信する段階と、送信しようとするアップリンクサービスに対して、前記第１の専用伝送チ
ャンネルを含む第１の無線ベアラと前記第２の専用伝送チャンネルを含む第２の無線ベア
ラを構成する段階と、前記ターゲット伝送チャンネル情報が前記第１の専用伝送チャンネ
ルの前記第１のインジケータを含む場合に、前記第１の無線ベアラを通じてアップリンク
データを伝送する段階と、前記ターゲット伝送チャンネル情報が前記第２の専用伝送チャ
ンネルの前記第２のインジケータを含む場合に、前記第２の無線ベアラを通じてアップリ
ンクデータを伝送する段階とを有することを特徴とする。
【００２５】
　本発明は、アップリンクサービスのための第１の専用伝送チャンネルと前記第１の専用
伝送チャンネルより向上した第２の専用伝送チャンネルを支援する移動通信システムにお
けるアップリンクデータを伝送するユーザー端末の装置であって、前記ユーザー端末の無
線リソースを制御するためのサービング無線ネットワーク制御器(ＳＲＮＣ)と、シグナリ
ングメッセージを送受信する無線リソース制御(ＲＲＣ)シグナリング送受信部と、前記Ｒ
ＲＣシグナリング送受信部と通信し、送信しようとするアップリンクサービスに関連した
論理チャンネルが前記第１及び前記第２の専用伝送チャンネルにマッピングされることを
少なくとも示すアップリンク伝送チャンネルタイプ及び前記第１の専用伝送チャンネルを
含む第１の無線ベアラと前記第２の専用伝送チャンネルを含む第２の無線ベアラのチャン
ネル構成情報を貯蔵し、前記アップリンクサービスのために前記第１の無線ベアラ及び前
記第２の無線ベアラのうち少なくとも一つを選択するデータ伝送制御部と、前記構成情報
によって、前記論理チャンネルと前記第１の専用伝送チャンネル及び前記第１の専用伝送
チャンネルがマッピングされる第１の物理チャンネルを含む前記第１の無線ベアラと、前
記論理チャンネルと前記第２の専用伝送チャンネル及び前記第２の専用伝送チャンネルが
マッピングされる第２の物理チャンネルを含む前記第２の無線ベアラを構成し、前記デー
タ伝送制御部によって選択された前記第１及び第２の無線ベアラのうち少なくとも一つを
通じてアップリンクデータを伝送するアップリンクデータ伝送部とを含むことを特徴とす
る。
【００２６】
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　さらに、本発明は、アップリンクサービスのための第１の専用伝送チャンネルと前記第
１の専用伝送チャンネルより向上した第２の専用伝送チャンネルを使用し、少なくとも一
つ以上のセルで前記第２の専用伝送チャンネルを支援する移動通信システムの無線ネット
ワーク制御器におけるユーザー端末からアップリンクデータを受信するための方法であっ
て、要求されたアップリンクサービスにより前記第１の専用伝送チャンネルを含む第１の
無線ベアラに対する第１のチャンネル構成情報と前記第２の専用伝送チャンネルを含む第
２の無線ベアラに対する第２のチャンネル構成情報を設定する段階と、前記第１及び第２
のチャンネル構成情報を無線ベアラ設定メッセージに乗せて前記ユーザー端末に伝送する
段階と、前記ユーザー端末の移動によるアクティブセット変更により選択された前記第１
の無線ベアラ及び前記第２の無線ベアラのうち少なくとも一つを通じて前記ユーザー端末
からアップリンクデータを受信する段階とを有することを特徴とする。
【００２７】
　なお、本発明は、アップリンクサービスのための第１の専用伝送チャンネルと前記第１
の専用伝送チャンネルより向上した第２の専用伝送チャンネルを使用し、少なくとも一つ
以上のセルで前記第２の専用伝送チャンネルを支援する移動通信システムの無線ネットワ
ーク制御器におけるユーザー端末からアップリンクデータを受信するための方法であって
、要求されたアップリンクサービスにより前記第１の専用伝送チャンネルを含む第１の無
線ベアラに対する第１のチャンネル構成情報と前記第２の専用伝送チャンネルを含む第２
の無線ベアラに対する第２のチャンネル構成情報を設定する段階と、前記第１のチャンネ
ル構成情報、前記第２のチャンネル構成情報、及び前記第１の専用伝送チャンネル又は前
記第２の専用伝送チャンネル示すターゲット伝送チャンネル情報を無線ベアラ設定メッセ
ージに乗せて前記ユーザー端末に伝送する段階と、前記ターゲット伝送チャンネル情報に
より選択された前記第１の無線ベアラ及び前記第２の無線ベアラのうち少なくとも一つを
通じて前記ユーザー端末からアップリンクデータを受信する段階とを有することを特徴と
する。
【００２８】
　本発明は、アップリンクサービスのための第１の専用伝送チャンネルと前記第１の専用
伝送チャンネルより向上した第２の専用伝送チャンネルを使用し、少なくとも一つ以上の
セルで前記第２の専用伝送チャンネルを支援する移動通信システムにおけるユーザー端末
からアップリンクサービスを受信するための無線ネットワーク制御器の装置であって、要
求されたアップリンクサービスに関連した論理チャンネルが前記第１の専用伝送チャンネ
ル及び前記第２の専用伝送チャンネルにマッピングされることを示すアップリンク伝送チ
ャンネルタイプ及び前記第１の専用伝送チャンネルを含む第１の無線ベアラの第１のチャ
ンネル構成情報と前記第２の専用伝送チャンネルを含む第２の無線ベアラの第２のチャン
ネル構成情報を設定する無線ベアラ設定制御部と、前記アップリンク伝送チャンネルタイ
プ及び前記第１及び第２のチャンネル構成情報を含む無線ベアラ設定メッセージを前記ユ
ーザー端末に伝送する無線リソース制御(ＲＲＣ)シグナリング送受信部と、前記ユーザー
端末が前記アップリンク伝送チャンネルタイプ及び前記第１及び第２のチャンネル構成情
報に基づいて前記第１の無線ベアラ及び前記第２の無線ベアラを設定した後に、前記ユー
ザー端末が位置するセルにより選択された前記第１の無線ベアラ又は前記第２の無線ベア
ラを通じて前記ユーザー端末からアップリンクデータを受信するアップリンクデータ受信
部とを含むことを特徴とする。
【発明の効果】
【００２９】
　本発明は、符号分割多重接続方式を使用する移動通信システムで、ＵＥの向上したアッ
プリンクチャンネル(Ｅ-ＤＣＨ)を使用することにおいて、Ｅ-ＤＣＨを支援するセルとＥ
-ＤＣＨを支援しないセルとの間のハンドオーバー領域に位置したＵＥがアップリンク論
理チャンネルと伝送チャンネルを効果的にマッピングして使用可能にする。したがって、
本発明は、無線ベアラの再構成による遅延時間が短縮され、無線ベアラ再構成のためのシ
グナリングオーバーヘッドが減少する効果を有する。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００３０】
　以下、本発明の望ましい実施形態を添付の図面を参照して詳細に説明する。
【００３１】
　下記の説明において、同一の構成要素に対してはできるだけ同一の参照番号及び参照符
号を付して説明する。なお、本発明に関連した公知の機能又は構成に関する具体的な説明
が本発明の要旨を不明にすると判断された場合に、その詳細な説明を省略する。
【００３２】
　図４は、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥがＥ-ＤＣＨを支援するセルとＥ-ＤＣＨを支援しないセルを含
むネットワークを移動することを示す。参照番号４０１，４０３はＥ-ＤＣＨを支援する
セル(例えば、３ＧＰＰ　Ｒｅｌｅａｓｅ６標準によるＮｏｄｅ Ｂの制御下にあるセル）
を示し、参照番号４０２はＥ-ＤＣＨを支援しないセル(例えば、３ＧＰＰ　Ｒ９９/４/５
Ｎｏｄｅ Ｂの制御下にあるセル）を示す。Ｅ-ＤＣＨを支援するＵＥ(以下、“Ｅ-ＤＣＨ
 ＵＥ”と称する)４１１がセル４０１からセル４０２に移動し、同様にＥ-ＤＣＨ　ＵＥ
４１２はセル４０２からセル４０１に移動する。
【００３３】
　したがって、図４のようなシナリオで、ＵＥ４１１，４１２がセル間を移動しつつ、Ｅ
-ＤＣＨを使用してアップリンク伝送する時点又はＤＣＨを使用してアップリンク伝送す
る時点を決定し、ＲＮＣの手段によってＵＥのためのハンドオーバー処理遂行方法を決定
するための動作が必要である。
【００３４】
　図５は、本発明の第１の実施形態によりＥ-ＤＣＨを支援するセルと支援しないセルで
アップリンク伝送のための無線ベアラの再構成を示す。
【００３５】
　参照番号５０１，５０３はＥ-ＤＣＨを支援するセル＃１、＃３を示し、参照番号５０
２はＥ-ＤＣＨを支援しないセル＃２を示す。Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ＃１　５１１はセル＃１　
５０１からセル＃２　５０２に移動し、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ＃２　５１２はセル＃２　５０２
からセル＃３　５０３に移動する。下記で、セル５０１，５０２，５０３はすべて同一の
周波数帯域を有すると仮定するが、相互に異なる周波数帯域を有する場合でも本発明の主
要な動作に大きい差はない。
【００３６】
　Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ＃１　５１１がセル＃１　５０１で無線ベアラを設定すると、セル＃１
　５０１はＥ-ＤＣＨを支援するため、Ｅ-ＤＣＨを含む無線ベアラは、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ＃
１　５１１が要求するサービスにより設定されることができる。したがって、セル＃１　
５０１でＥ-ＤＣＨ ＵＥ＃１　５１１は、ＳＲＮＣ(Serving RNC)から伝送される無線ベ
アラ設定(Radio Bearer Setup)メッセージを受信する。無線ベアラ設定メッセージは、ア
ップリンク無線ベアラマッピング情報(Uplink RB(Radio Bearer) mapping information)
を含み、アップリンク無線ベアラマッピング情報に含まれている論理チャンネルと伝送チ
ャンネルとの間にマッピング情報であるアップリンク伝送チャンネルタイプ(Uplink TrCH
 type）はＥ-ＤＣＨに設定される。また、Ｅ-ＤＣＨ伝送チャンネル構成情報(TrCH confi
guration information)及びＥ-ＤＣＨ伝送チャンネルがマッピングされるＥ-ＤＰＤＣＨ(
Dedicated Physical Data Channel for E-DCH)物理チャンネルに対する構成情報が無線ベ
アラ設定メッセージを通じてＥ-ＤＣＨ ＵＥ＃１　５１１に伝送される。
【００３７】
　Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ＃１　５１１は、セル＃１　５０１にある間、論理チャンネル-Ｅ-ＤＣ
Ｈ伝送チャンネルＥ-ＤＰＤＣＨ物理チャンネルを通じてアップリンクデータ伝送を遂行
するようになる。すなわち、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ＃１　５１１がアップリンクデータ伝送に使
用する論理チャンネル、伝送チャンネル、物理チャンネルの無線ベアラは、ＤＴＣＨ５２
１-Ｅ-ＤＣＨ５２２-Ｅ-ＤＰＤＣＨ５２３で構成され、これらチャンネルの集合を以下に
“Ｅ-ＤＣＨ無線ベアラ”と称する。
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【００３８】
　Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ＃１　５１１がセル＃１　５０１からセル＃２　５０２に移動する場合
に、アクティブセット更新(Active Set Update)手順が発生するが、この手順はＥ-ＤＣＨ
 ＵＥ＃１　５１１のための無線リンクを追加又は削除するためである。この場合に、Ｅ-
ＤＣＨ ＵＥ＃１　５１１がセル＃１　５０１とセル＃２　５０２との間のハンドオーバ
ー領域に入るので、セル＃２　５０２の無線リンクがアクティブセット更新手順によって
追加される。セル＃２　５０２は、Ｅ-ＤＣＨを支援しないため、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ＃１　
５１１は、セル＃１　５０１で使用したＥ-ＤＣＨ無線ベアラに対する再構成をまず遂行
し、Ｅ-ＤＣＨをＤＣＨで再構成した後、セル＃２　５０２に対しても無線リンク追加を
遂行する。
【００３９】
　Ｅ-ＤＣＨ無線ベアラの再構成は、ＳＲＮＣから受信される無線ベアラ再構成メッセー
ジを通じてＥ-ＤＣＨ ＵＥ＃１　５１１に通報され、セル＃２　５０２のための無線リン
クの追加は無線ベアラ更新手順を通じて遂行される。無線ベアラ再構成メッセージは、ア
ップリンク無線ベアラマッピング情報を含み、アップリンク無線ベアラマッピング情報に
含まれているアップリンク伝送チャンネルタイプはＤＣＨに設定される。また、ＤＣＨ伝
送チャンネル構成情報及びＤＣＨ伝送チャンネルがマッピングされるＤＰＤＣＨ物理チャ
ンネルに対する構成情報がＥ-ＤＣＨ ＵＥ＃１　５１１に伝送される。Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ＃
１　５１１は、上記の構成情報によって、アップリンクでＤＴＣＨ５３１-ＤＣＨ５３２-
ＤＰＤＣＨ５３３で構成されるＤＣＨ無線ベアラを有するようになる。
【００４０】
　Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ＃２　５１２は、セル＃２　５０２からセル＃３　５０３に移動する。
セル＃２　５０２とセル＃３　５０３のハンドオーバー領域にあるＥ-ＤＣＨ ＵＥ＃２　
５１２は、セル＃２　５０２でＤＣＨ無線ベアラを通じてアップリンク伝送を遂行し、タ
ーゲットセルの無線リソースがＤＣＨ無線ベアラを受容するのに十分であれば、無線ベア
ラ再構成を遂行する必要なく、アクティブセット更新手順を遂行してセル＃３　５０３の
無線リンクのみを追加する。
【００４１】
　Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ＃２　５１２がセル＃２　５０２とセル＃３　５０３との間のハンドオ
ーバー領域を外れてセル＃３　５０３に深く進入すると、セル＃２　５０２に接続された
無線リンクは削除され、セル＃３　５０３のＥ-ＤＣＨを使用するための無線ベアラ再構
成が発生する。Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ＃２　５１２は、ＳＲＮＣから受信される無線ベアラ再構
成メッセージを通じてアップリンク無線ベアラマッピング情報に含まれているアップリン
ク伝送チャンネルタイプを受信してＥ-ＤＣＨを設定し、Ｅ-ＤＣＨ伝送チャンネル構成情
報とＥ-ＤＰＤＣＨ物理チャンネル構成情報を受信してＤＴＣＨ５４１-Ｅ-ＤＣＨ５４２-
Ｅ-ＤＰＤＣＨ５４３で構成されたセル＃３　５０３のＥ-ＤＣＨ無線ベアラを通じてアッ
プリンク伝送を遂行する。
【００４２】
　図５では、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ＃２　５１２がセル＃２　５０２からセル＃３　５０３に移
動するときに、セル＃２　５０２で使用したＤＣＨ無線ベアラをセル＃３　５０３でその
まま追加した後、セル＃２　５０２がＥ-ＤＣＨ ＵＥ＃２　５１２のアクティブセットか
ら削除されると、Ｅ-ＤＣＨを含むように無線ベアラを再構成する動作を示す。他の実施
形態として、無線ベアラは、セル＃３　５０３がアクティブセット更新を通じて追加され
るときに、セル＃２　５０２のＤＣＨ無線ベアラを再使用してＥ-ＤＣＨを含むように再
構成することができる。
【００４３】
　図６は、本発明の第２の実施形態によるハンドオーバー領域でのＥ-ＤＣＨ　ＵＥのア
ップリンク伝送動作を示す。
【００４４】
　参照番号６０１，６０３はＥ-ＤＣＨを支援するセル＃１、＃２を示し、参照番号６０
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２はＥ-ＤＣＨを支援しないセル＃２を示す。Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ＃１　６１１はセル＃１　
６０１からセル＃２　６０２に移動し、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ＃２　６１２はセル＃２　６０２
からセル＃３　６０３に移動する。これらセル６０１，６０２，６０３は、すべて同じ周
波数帯域を有すると仮定する。
【００４５】
　Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ＃１　６１１がセル＃１　６０１で無線ベアラを設定する場合に、セル
＃１　６０１はＥ-ＤＣＨを支援するため、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ＃１　６１１のアップリンク
伝送のためにＤＣＨ無線ベアラだけでなく、Ｅ-ＤＣＨ無線ベアラも設定可能である。し
たがって、ＲＮＣは、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ＃１　６１１によって要求されるサービスによりＥ
-ＤＣＨ ＵＥ＃１　６１１のためにＤＣＨ無線ベアラとＥ-ＤＣＨ無線ベアラを共に設定
する(ステップ６２１)。セル＃１　６０１で、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ＃１　６１１はＲＮＣから
無線ベアラ設定メッセージを受信する。この無線ベアラ設定メッセージはアップリンク無
線ベアラマッピング情報を含み、アップリンク無線ベアラマッピング情報に含まれるアッ
プリンク伝送チャンネルタイプは“ＤＣＨ+Ｅ-ＤＣＨ”に設定される。アップリンク伝送
チャンネルタイプは、アップリンクサービスに関連した論理チャンネルがＤＣＨ及びＥ-
ＤＣＨのすべてにマッピングされる。また、ＤＣＨ伝送チャンネル構成情報とＥ-ＤＣＨ
伝送チャンネル構成情報がＥ-ＤＣＨ ＵＥ＃１　６１１に伝送され、ＤＰＤＣＨ物理チャ
ンネル構成情報とＥ-ＤＰＤＣＨ物理チャンネル構成情報がＥ-ＤＣＨ ＵＥ＃１　６１１
に伝送される。すなわち、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ＃１　６１１のアップリンク伝送のための一つ
の論理チャンネルに対して、ＤＴＣＨ６２１-ＤＣＨ６３１-ＤＰＤＣＨ６３２で構成され
る無線ベアラとＤＴＣＨ６２１-Ｅ-ＤＣＨ６４１-Ｅ-ＤＰＤＣＨ６４２で構成される無線
ベアラが共に設定される。
【００４６】
　Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ＃１　６１１は、論理チャンネルに対するアップリンク伝送チャンネル
タイプ情報、ＤＣＨ/Ｅ-ＤＣＨ伝送チャンネル構成情報、及びＤＰＤＣＨ/Ｅ-ＤＰＤＣＨ
物理チャンネル構成情報を貯蔵し、それぞれの伝送チャンネルと物理チャンネルを構成す
る。Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ＃１　６１１は、アップリンクデータの伝送時に、ランダムに２つの
無線ベアラを選択して伝送し、或いは２つの無線ベアラで並列的に伝送しない。本発明の
望ましい実施形態では、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ＃１　６１１のアクティブセットにＥ-ＤＣＨが
可能なセルが一つでも存在する場合に、Ｅ-ＤＣＨ　ＵＥ＃１は、Ｅ-ＤＣＨ無線ベアラ６
２１，６４１，６４２を通じてアップリンク伝送を遂行し、それともＤＣＨ無線ベアラ６
２１，６３１，６３２を通じてアップリンク伝送を遂行する。
【００４７】
　ステップ６２２，６２３は、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ＃１　６１１がセル＃１　６０１からセル
＃２　６０２に移動することを示す。より具体的に説明すれば、ステップ６２２は、Ｅ-
ＤＣＨ ＵＥ＃１　６１１がセル＃１　６０１とセル＃２　６０２との間のハンドオーバ
ー領域に位置する場合を示し、段階６２３はＥ-ＤＣＨ ＵＥ＃１　６１１がセル＃２　６
０２のみに位置する場合を示す。ステップ６２２では、セル＃２　６０２に対する無線リ
ンクを追加するためのアクティブセット更新手順が遂行される。このとき、セル＃２　６
０２でＥ-ＤＣＨを支援しないが、アクティブセット更新手順は、セル＃１　６０１でＥ-
ＤＣＨ ＵＥ＃１　６１１が使用中であるＥ-ＤＣＨ無線ベアラの再構成なしに遂行される
。
【００４８】
　ＲＮＣは、 ターゲットセルがＥ-ＤＣＨを支援するか否かに対するＥ-ＤＣＨ可能イン
ジケータ(E-DCH enable indicator)又はターゲットセルのＥ-ＤＣＨ情報(例えば、Ｅ-Ｄ
ＣＨ伝送のためのチャンネル構成情報など)を含むＥ-ＤＣＨ ＵＥ＃１　６１１にアクテ
ィブセット更新メッセージを伝送し、或いは、Ｅ-ＤＣＨ可能インジケータ又はＥ-ＤＣＨ
情報を含む別途のメッセージをＥ-ＤＣＨ ＵＥ＃１　６１１に伝送する。ここで、Ｅ-Ｄ
ＣＨ情報は、Ｅ-ＤＰＤＣＨだけでなくＥ-ＤＣＨの制御信号を伝送する物理チャンネルの
構成情報を含む。Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ＃１　６１１は、Ｅ-ＤＣＨ可能インジケータ又はＥ-Ｄ
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ＣＨ情報を通じて、ターゲットセル(すなわち、セル＃２　６０２）がＥ-ＤＣＨを支援可
能であるか否かに対して分かり、ターゲットセルがＥ-ＤＣＨを支援可能であるか否かに
関する情報を貯蔵する。このステップ６２２で、Ｅ-ＤＣＨが可能なセル＃１　６０１が
Ｅ-ＤＣＨ　ＵＥ＃１　６１１のアクティブセットに含まれるため、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ＃１
　６１１のアップリンクデータは相変らずＥ-ＤＣＨ無線ベアラ６２１，６４１，６４２
を通じて伝送される。
【００４９】
　ステップ６２３で、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ＃１　６１１がセル＃２　６０２のセルのみに位置
し、これはセル＃１　６０１の無線強さが弱くなりつつ、ＳＲＮＣがアクティブセット更
新を通じてＥ-ＤＣＨ ＵＥ＃１　６１１のアクティブセットからセル＃１　６０１の無線
リンクを除去することによって発生する。Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ＃１　６１１は、アクティブセ
ット更新を通じてＥ-ＤＣＨを支援するセルとの無線リンクが除去されたことが分かり、
ステップ６２２で貯蔵したアクティブセット内のＥ-ＤＣＨが可能なセルリストを維持す
ることによってＥ-ＤＣＨが可能なセルが現在アクティブセットに存在しないことが分か
る。このように、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ＃１　６１１のアクティブセットにＥ-ＤＣＨを支援す
るセルが存在しない場合に、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ＃１　６１１は既に構成されているＤＣＨ無
線ベアラ６２１，６３１，６３２を通じてアップリンク伝送を遂行する。
【００５０】
　以上のように、アクティブセットにＥ-ＤＣＨが可能なセルが一つでも存在すると、ア
ップリンク伝送がＥ-ＤＣＨを通じて遂行され、それともアップリンク伝送がＤＣＨを通
じて遂行される。
【００５１】
　ステップ６２４は、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ＃２　６１２がセル＃２　６０２からセル＃３　６
０３に移動することを示す。Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ＃２　６１２は、Ｅ-ＤＣＨ無線ベアラ６２
１，６４１，６４２とＤＣＨ無線ベアラ６２１，６３１，６３２をすべて有し、セル＃２
　６０２でＤＣＨ無線ベアラ６２１，６３１，６３２を通じてアップリンクデータを伝送
する。
【００５２】
　Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ＃２　６１２がセル＃２　６０２とセル＃３　６０３との間のハンドオ
ーバー領域に進入すると、アクティブセット更新手順が遂行される。このとき、ターゲッ
トセル(すなわち、セル＃３　６０３）はＥ-ＤＣＨが可能なので、Ｅ-ＤＣＨ　ＵＥ＃２
　６１２は、ＲＮＣから伝送されるアクティブセット更新メッセージ又は別途のメッセー
ジを通じてセル＃３　６０３がＥ-ＤＣＨを支援可能であることが認知できる。このよう
に、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ＃２　６１２は、Ｅ-ＤＣＨ無線ベアラ６２１，６４１，６４２を既
に持っているため、ＤＣＨからＥ-ＤＣＨへの無線ベアラ再構成がアクティブセット更新
によって引き起こされることではない。Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ＃２　６１２は、セル＃３　６０
３に対するＥ-ＤＣＨ支援可否に関する情報を貯蔵する。Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ＃２　６１２は
、Ｅ-ＤＣＨが可能なセルがアクティブセット内に存在することを認知し、既に構成され
ているＥ-ＤＣＨ無線ベアラ６２１，６４１，６４２を通じてアップリンク伝送を遂行す
る。
【００５３】
　上述したように、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥは、Ｅ-ＤＣＨのための無線ベアラの設定時に一つの
論理チャンネルをＤＣＨとＥ-ＤＣＨすべてにマッピングさせ、ＤＣＨ伝送チャンネル構
成情報/ＤＰＤＣＨ物理チャンネル構成情報とＥ-ＤＣＨ伝送チャンネル構成情報/ＥＤＰ
ＤＣＨ物理チャンネル構成情報をすべて予め構成しておく。Ｅ-ＤＣＨ ＵＥのアクティブ
セット内にＥ-ＤＣＨを支援する少なくとも一つのセルが存在すれば、Ｅ-ＤＣＨを通じて
アップリンク伝送が遂行され、それともＤＣＨを通じてアップリンク伝送が遂行される。
図６の方法によると、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥがＥ-ＤＣＨを支援するセルとＥ-ＤＣＨを支援しな
いセルで構成されたネットワークを移動する場合に、頻繁な無線ベアラ再構成を遂行しな
くてもよいため、無線ベアラ再構成による遅延時間が短縮され、無線ベアラ再構成のため
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のシグナリングオーバーヘッドが減少される。
【００５４】
　本発明のまた他の実施形態により、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥは、アクティブセット内のセルの無
線状態、すなわちダウンリンク信号強さを測定し、アクティブセット内のＥ-ＤＣＨを支
援するセルの無線状態が一定のしきい値より良いときにだけ、Ｅ-ＤＣＨ無線ベアラを通
じるアップリンク伝送を遂行する。これは、アクティブセット内のＥ-ＤＣＨを支援する
セルであっても、アクティブセット内に含まれている他のセルに比べて無線状態が良くな
い場合に、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥがＥ-ＤＣＨを通じてアップリンク伝送を遂行することを防止
するためである。しきい値は、無線ベアラ設定ステップで無線ベアラ設定メッセージを通
じてＥ-ＤＣＨ ＵＥに伝送され、或いは放送制御チャンネル(Broadcast Control Channel
:ＢＣＣＨ)を通じて伝送されるシステム情報に含まれる。このＥ-ＤＣＨ ＵＥが、しきい
値を受信すると、アクティブセット内のＥ-ＤＣＨを支援するセルの中で測定されたＰ-Ｃ
ＰＩＣＨ(Primary Common Pilot Channel）の強さがしきい値を超える少なくとも一つの
セルが存在する場合に、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥはＥ-ＤＣＨを通じてアップリンク伝送を遂行す
る。
【００５５】
　図７は、本発明の第２の実施形態によるＳＲＮＣとＤＲＮＣ(Drift RNC)との間及びＳ
ＲＮＣとＥ-ＤＣＨ ＵＥとの間のシグナリング流れ図である。図７では、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ
が周波数帯域の同じセルにハンドオーバーを遂行し、ターゲットセルはＳＲＮＣでなく他
のＲＮＣの制御下にあることを仮定する。また、ターゲットセルがＳＲＮＣの制御下にあ
ると、図７のＳＲＮＣとＤＲＮＣとの間のシグナリング(ステップ７４１～７５１）は発
生しない。参照番号７０１はＥ-ＤＣＨ ＵＥを示し、参照番号７０２はターゲットセルを
制御するＤＲＮＣを示し、参照番号７０３はＥ-ＤＣＨ ＵＥのＳＲＮＣを示す。
【００５６】
　ステップ７１１，７１２で、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ７０１は、Ｅ-ＤＣＨが可能なセルで無線
ベアラを設定する。Ｅ-ＤＣＨの可能なセルがＳＲＮＣの制御を受けるときに、ステップ
７１１で無線ベアラ設定メッセージはＳＲＮＣ７０３からＥ-ＤＣＨ ＵＥ７０１に伝送さ
れる。このとき、無線ベアラ設定メッセージのアップリンク無線ベアラマッピング情報に
含まれるアップリンク伝送チャンネルタイプはＤＣＨ＋Ｅ-ＤＣＨに設定され、図示して
いないが、ＤＣＨとＥ-ＤＣＨ伝送チャンネル構成情報とＤＰＤＣＨとＥ-ＤＰＤＣＨ物理
チャンネル構成情報が共に伝送される。ステップ７１２では、無線ベアラ設定メッセージ
に対する応答メッセージがＥ-ＤＣＨ ＵＥ７０１からＳＲＮＣ０３に伝送される。
【００５７】
　ステップ７１１，７１２で、無線ベアラ設定段階が成功的に遂行されると、ステップ７
２１で、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ７０１は、ＤＣＨ/Ｅ-ＤＣＨ伝送チャンネル構成情報とＤＰＤＣ
Ｈ/Ｅ-ＤＰＤＣＨ物理チャンネル構成情報、そしてアップリンク伝送チャンネルタイプ情
報(すなわち、ＤＣＨ＋Ｅ-ＤＣＨ)を貯蔵し、この構成情報によりそれぞれの伝送チャン
ネルと物理チャンネルを構成する。また、Ｅ-ＤＣＨ　ＵＥ　７０１は、セルＩＤ、又は
Ｐ-ＣＰＩＣＨコードによりアクティブセットの各セルがＥ-ＤＣＨが可能であるか否かに
関する情報を貯蔵する。無線ベアラ設定メッセージを受信した場合に、アクティブセット
内に現在セルだけが存在するので、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ７０１はアップリンク伝送チャンネル
タイプ情報に基づいて現在セルがＥ-ＤＣＨを支援することが分かる。図７では、Ｅ-ＤＣ
Ｈが可能なセルでＥ-ＤＣＨのための無線ベアラが設定されるため、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ７０
１が現在位置するセルはＥ-ＤＣＨが可能なセルとしてアクティブセットに貯蔵される。
Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ７０１は、アクティブセット内にＥ-ＤＣＨが可能なセルが存在するので
、ステップ７２１でＥ-ＤＣＨを含む無線ベアラ、すなわちＥ-ＤＣＨ無線ベアラを用いて
アップリンク伝送を遂行する。
【００５８】
　Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ７０１は、ＤＲＮＣ７０２が制御するターゲットセルに移動することに
よって、ステップ７３２で、ＳＲＮＣ７０３は新たな無線リンクを追加することを決定す
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る。この決定は、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ７０１から伝送されるセル間の測定結果の報告に基づい
てなされる。すなわち、ターゲットセルの信号強さの測定結果が十分に強いと、このとき
、ＳＲＮＣ７０３がターゲットセルの新たな無線リンクを追加することを決定する。この
新たなリンクの追加を決定すると、ステップ７４１で、ＳＲＮＣ７０３はＤＲＮＣ７０２
に無線リンク設定要求メッセージを伝送する。無線リンク設定要求メッセージは、Ｅ-Ｄ
ＣＨ ＵＥ７０１がＤＲＮＣ７０２の制御下のセルに初めて移動したときに伝送されるメ
ッセージである。又は、ＤＲＮＣ７０２の制御下にあるセルに初めて移動することでない
場合に、無線リンク追加(Radio Link Addition)メッセージが伝送される。
【００５９】
　無線リンク設定要求メッセージや無線リンク追加メッセージは、ステップ７１１，７１
２で設定したアップリンクＤＣＨ/ＤＰＤＣＨ構成情報だけでなくＥ-ＤＣＨ/Ｅ-ＤＰＤＣ
Ｈ構成情報も含む。チャンネル構成情報は、無線リンク設定要求メッセージと無線リンク
追加メッセージすべてに含まれることができ、又は無線リンク設定要求メッセージにだけ
含まれることができる。ＤＲＮＣ７０２は、無線リンク設定要求メッセージを通じて受信
したチャンネル構成情報を貯蔵してから、無線リンク追加メッセージの受信時に貯蔵した
チャンネル構成情報を参照可能である。
【００６０】
　ステップ７４２で、ＤＲＮＣ７０２は、ターゲットセルでＥ-ＤＣＨが可能であるかを
判断し、その結果、Ｅ-ＤＣＨが可能である場合に、無線リンク設定応答(Radio Link Set
up Response)メッセージ又は無線リンク追加応答(Radio Link Addition R esponse)メッ
セージにターゲットセルのＥ-ＤＣＨ情報(例えば、Ｅ-ＤＣＨ伝送のためのチャンネル構
成情報など)を乗せて伝送し、或いはＥ-ＤＣＨ可能インジケータを真(true)に設定して伝
送する。ターゲットセルが、Ｅ-ＤＣＨを支援せずＤＣＨのみを支援する場合に、無線リ
ンク設定応答メッセージや無線リンク追加応答メッセージはＥ-ＤＣＨ情報を含まず、或
いは偽(false)に設定されたＥ-ＤＣＨ可能インジケータを含む。
【００６１】
　ステップ７５１で、Ｉｕｒベアラは、ＳＲＮＣ７０３とＤＲＮＣ７０２との間にデータ
伝送ベアラを設定するためのＡＬＣＡＰ(Access Link Control Application Part)に基づ
いて設定される。ステップ７６１で、ＳＲＮＣ７０３は、ステップ７４３で受信したＥ-
ＤＣＨ情報或いはＥ-ＤＣＨ可能インジケータに基づいて生成したアクティブセット更新
メッセージを専用制御チャンネル(Dedicated Control Channel：ＤＣＣＨ)を通じてＥ-Ｄ
ＣＨ ＵＥ７０１に伝送する。アクティブセット更新メッセージにＥ-ＤＣＨ情報が含まれ
、或いはＥ-ＤＣＨ可能インジケータが真に設定されていると、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ７０１は
ターゲットセルがＥ-ＤＣＨが支援可能であることを認知し、これを貯蔵する。ステップ
７６２で、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ７０１は、アクティブセット更新メッセージに対する応答メッ
セージをＤＣＣＨを通じてＳＲＮＣ７０３に伝送する。
【００６２】
　ステップ７７１で、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ７０１は、アクティブセット更新メッセージにより
更新されたアクティブセットを参照して選択されたＥ-ＤＣＨ又はＤＣＨを通じてアップ
リンクデータを伝送する。すなわち、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ７０１は、アクティブセットにＥ-
ＤＣＨを支援するセルが存在する場合に、ステップ７１１，７１２で設定したＥ-ＤＣＨ
無線ベアラを通じてアップリンク伝送を遂行し、Ｅ-ＤＣＨを支援するセルが存在しない
場合には、ステップ７１１，７１２で設定したＤＣＨ無線ベアラを通じてアップリンク伝
送を遂行する。
【００６３】
　図８は、本発明の第２の実施形態によるＥ-ＤＣＨ ＵＥの動作を示すフローチャートで
ある。
【００６４】
　ステップＳ８０１で、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥは、無線ベアラマッピング情報を含む無線ベアラ
設定メッセージを受信する。ステップＳ８０２で、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥは、無線ベアラマッピ
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ング情報に含まれるアップリンク伝送チャンネルタイプ、すなわちＤＣＨ＋Ｅ-ＤＣＨと
ＤＣＨ/Ｅ-ＤＣＨ伝送チャンネル構成情報を貯蔵し、チャンネルタイプ及びチャンネル構
成情報により伝送チャンネルを含むＤＣＨ/Ｅ-ＤＣＨ無線ベアラをすべて構成する。
【００６５】
　ステップＳ８０３で、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥは、アクティブセット内にＥ-ＤＣＨを支援する
セルが存在するか否かをチェックする。その結果、アクティブセットにＥ-ＤＣＨを支援
するセルが存在すると、ステップＳ８１１に進行し、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥは貯蔵されたアップ
リンク伝送チャンネルタイプがＤＣＨ＋Ｅ-ＤＣＨであり、Ｅ-ＤＣＨ伝送チャンネルが構
成されているかをチェックする。貯蔵されたアップリンク伝送チャンネルタイプがＤＣＨ
＋Ｅ-ＤＣＨであり、Ｅ-ＤＣＨ伝送チャンネルが構成されていると、ステップＳ８２１に
進行し、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥはＥ-ＤＣＨ無線ベアラを用いてアップリンク伝送を遂行する。
一方、アクティブセットにＥ-ＤＣＨを支援するセルが存在しなく、或いはステップＳ８
１１の条件を満足しないと、ステップＳ８２２に進行してＥ-ＤＣＨ ＵＥはＤＣＨ無線ベ
アラを用いてアップリンク伝送を遂行する。
【００６６】
　変形された第２の実施形態によると、図８のステップＳ８０３とステップＳ８１１との
間で、ＵＥは、クティブセットのＥ-ＤＣＨ可能なセルの中で、ラジオ強さが予め定めら
れたしきい値を満たす少なくとも一つのセルが存在するか否かをチェックする。上記しき
い値を満たすＥ-ＤＣＨ可能なセルが一つでも存在する場合に、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥはステッ
プＳ８１１に進行し、それともステップＳ８２２に進行する。
【００６７】
　図９は、本発明の第３の実施形態によるハンドオーバー領域でＥ-ＤＣＨ ＵＥのアップ
リンク伝送動作を示す流れ図である。上記した第２の実施形態では、論理チャンネルにマ
ッピングされているＤＣＨ伝送チャンネルとＥ-ＤＣＨ伝送チャンネルの中で、どんなチ
ャンネルを使用するかをＥ-ＤＣＨ　ＵＥが決定する反面、第３の実施形態でＥ-ＤＣＨ 
ＵＥはＳＲＮＣから使用するチャンネルに対する伝送チャンネルインジケータを受信し、
この伝送チャンネルインジケータが示すチャンネルを選択する。ここで、伝送チャンネル
インジケータは、特定の無線ベアラに対して変更する伝送チャンネルを示す。すなわち、
第２の実施形態は、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ基盤の決定方法を提供し、第３の実施形態はＳＲＮＣ
基盤の決定方法を提供する。
【００６８】
　参照番号９０１はＥ-ＤＣＨ ＵＥを、参照番号９０２はＤＲＮＣを、参照番号９０３は
ＳＲＮＣを、それぞれ示す。
【００６９】
　ステップ９１１，９１２で、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ９０１は、Ｅ-ＤＣＨが可能なＳＲＮＣ９
０３の制御下にあるセルで無線ベアラを設定する。具体的に説明すると、ステップ９１１
で、ＳＲＮＣ９０３は、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ９０１にアップリンク無線ベアラマッピング情報
を含む無線ベアラ設定メッセージを伝送する。アップリンク無線ベアラマッピング情報に
含まれるアップリンク伝送チャンネルタイプはＤＣＨ＋Ｅ-ＤＣＨに設定され、ＤＣＨ/Ｅ
-ＤＣＨ伝送チャンネル構成情報とＤＰＤＣＨ/Ｅ-ＤＰＤＣＨ物理チャンネル構成情報が
アップリンク無線ベアラマッピング情報に含まれる。また、無線ベアラ設定メッセージは
、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥが使用する伝送チャンネルを示すターゲット伝送チャンネル(target Tr
CH)情報を含む。すなわち、ＳＲＮＣ９０３は、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ９０１がＤＣＨを使用す
るか或いはＥ-ＤＣＨを使用するかを決定し、これを明示的にＥ-ＤＣＨ ＵＥにターゲッ
ト伝送チャンネル情報として知らせる。ステップ９１２で、無線ベアラ設定メッセージに
対する応答メッセージがＥ-ＤＣＨ ＵＥ９０１からＳＲＮＣ９０３に伝送される。
【００７０】
　ステップ９２１で、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥは、アップリンク伝送チャンネルタイプとチャンネ
ル構成情報を貯蔵した後に、貯蔵された情報によりＤＣＨ及びＥ-ＤＣＨ無線ベアラをす
べて構成する。その後、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥは、伝送チャンネルインジケータによって表示さ
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れる伝送チャンネルを用いてアップリンク伝送を遂行する。
【００７１】
　Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ９０１が、ＲＮＣ９０３でなくＤＲＮＣ９０２によって制御されるター
ゲットセルに移動することによって、ステップ９３１で、ＳＲＮＣ９０３は新たな無線リ
ンクを追加することを決定する。この決定は、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ９０１から伝送されるセル
間の測定結果の報告に基づいてなされる。すなわち、ターゲットセルの信号強さの測定結
果が十分に強いと、このときのＳＲＮＣ９０３がターゲットセルの新たな無線リンクを追
加することを決定する。新たな無線リンクの追加を決定すると、ステップ９４１で、ＳＲ
ＮＣ９０３は、ＤＲＮＣ９０２に無線リンク設定要求メッセージを伝送する。無線リンク
設定要求メッセージは、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ９０１がＤＲＮＣ９０２の制御下にあるセルに初
めて移動したときに伝送されるメッセージである。一方、Ｅ－ＤＣＨ　ＵＥ９０１がＤＲ
ＮＣ９０２の制御下にあるセルに初めて移動することでない場合に、無線リンク追加メッ
セージが伝送される。
【００７２】
　無線リンク設定要求メッセージや無線リンク追加メッセージは、ステップ９１１，９１
２で設定したアップリンクＤＣＨ/ＤＰＤＣＨ構成情報だけでなくＥ-ＤＣＨ/ＥＤＰＤＣ
Ｈ構成情報も含む。このチャンネル構成情報は、無線リンク設定要求メッセージと無線リ
ンク追加メッセージすべてに含まれ、或いは無線リンク設定要求メッセージだけに含まれ
ることができる。ＤＲＮＣ９０２は、無線リンク設定要求メッセージから受信したチャン
ネル構成情報を貯蔵してから、以後に無線リンク追加メッセージの受信時にこの貯蔵され
たチャンネル構成情報を参照することができる。
【００７３】
　ステップ９４２で、ＤＲＮＣ９０２は、ターゲットセルでＥ-ＤＣＨが可能であるか否
かを判断し、その結果、可能であると、ステップ９４３で無線リンク設定応答メッセージ
又は無線リンク追加応答メッセージにＥ-ＤＣＨ情報(例えば、Ｅ-ＤＣＨの伝送のための
チャンネル構成情報など)又はＥ-ＤＣＨ可能インジケータを真に設定して伝送する。一方
、ターゲットセルがＥ-ＤＣＨを支援せず、ＤＣＨだけを支援する場合には、無線リンク
設定/追加応答メッセージがＥ-ＤＣＨ情報を含まないし、或いは偽に設定されたＥ-ＤＣ
Ｈ可能インジケータを含む。
【００７４】
　ステップ９５１で、ＳＲＮＣ９０３とＤＲＮＣ９０２との間にデータ伝送ベアラを設定
するためのＩｕｒベアラが設定される。ステップ９５１の以後には、ステップ９６１.ａ
，９６２.ａ又はステップ９６１.ｂ，９６２.ｂ，９６３.ｂを遂行する。
【００７５】
　ステップ９６１.ａで、ＳＲＮＣ９０３は、Ｅ-ＤＣＨ情報或いはＥ-ＤＣＨ可能インジ
ケータに基づいて生成したアクティブセット更新メッセージをＤＣＣＨを通じてＥ-ＤＣ
Ｈ ＵＥ９０１に伝送する。ターゲットセルがＥ-ＤＣＨの可能なセルであれば、Ｅ-ＤＣ
Ｈ情報がアクティブセット更新メッセージに含まれ、それともＥ-ＤＣＨに対する情報は
アクティブセット更新メッセージに含まれない。Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ９０１は、アクティブセ
ット更新メッセージにＥ-ＤＣＨ情報が含まれている場合に、Ｅ-ＤＣＨ情報を貯蔵するが
、Ｅ-ＤＣＨを使用することではない。すなわち、図６の実施形態で、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ６
０１はアクティブセットの中にＥ-ＤＣＨ可能なセルが存在すると、Ｅ-ＤＣＨを使用して
アップリンク伝送を遂行するが、図９でＥ-ＤＣＨ ＵＥ９０１は、ＳＲＮＣ９０３から明
示的な伝送チャンネルインジケータを受信するときのみに伝送チャンネルを変更する。こ
のために、アクティブセット更新メッセージに無線ベアラＩＤ(ＲＢ　ｉｄ)-ターゲット
伝送チャンネル(ＴｒＣＨ)情報が含まれる。ステップ９６２.ａで、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ９０
１は、アクティブセット更新メッセージに対する応答メッセージをＤＣＣＨを通じてＳＲ
ＮＣ９０３に伝送する。
【００７６】
　ＲＢ　ｉｄ-ターゲットＴｒＣＨ情報は、アクティブセット更新メッセージのような既
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存のメッセージを用いてＲＢ　ｉｄに該当する伝送チャンネルを表示するために使用され
る。他の場合に、ＲＢ　ｉｄとターゲットＴｒＣＨ情報を含む新たなメッセージ、すなわ
ち伝送チャンネル表示メッセージが使用されうる。ステップ９６１.ｂで、Ｅ-ＤＣＨ　Ｕ
Ｅ９０１は、Ｅ-ＤＣＨ情報を含むアクティブセット更新メッセージを受信してＥ-ＤＣＨ
を貯蔵した後に、ステップ９６２.ｂでアクティブセット更新メッセージに対応する応答
メッセージをＳＲＮＣ９０３に伝送する。ステップ９６３.ｂで、ＳＲＮＣ９０３は、ア
クティブセット更新メッセージとは別途にＲＢ　ｉｄとターゲットＴｒＣＨ情報を含む伝
送チャンネル表示メッセージを伝送する。伝送チャンネル表示メッセージは、Ｅ-ＤＣＨ 
ＵＥ９０１のアクティブセットが更新される場合、或いはＳＲＮＣ９０３がＥ-ＤＣＨ Ｕ
Ｅ９０１の伝送チャンネルを変更しようとする場合に伝送されることができる。
【００７７】
　ステップ９６１.aのアクティブセット更新メッセージにＲＢ　ｉｄに該当するターゲッ
トＴｒＣＨ情報が含まれ、又はステップ９６３.ｂの伝送チャンネル表示メッセージを受
信する場合に、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ９０１は、ターゲットＴｒＣＨ情報や伝送チャンネル表示
メッセージが示す伝送チャンネルを選択する。
【００７８】
　このとき、ＳＲＮＣ９０３から表示された伝送チャンネルがＥ-ＤＣＨである場合、ス
テップ９８１で、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ９０１はステップ９２１で構成したＥ-ＤＣＨ無線ベア
ラを用いてアップリンク伝送を遂行する。その反面、ＳＲＮＣ９０３から表示された伝送
チャンネルがＤＣＨである場合、ステップ９８１でＥ-ＤＣＨ ＵＥ９０１はステップ９２
１で構成したＤＣＨ無線ベアラを用いてアップリンク伝送を遂行する。
【００７９】
　図１０Ａ及び図１０Ｂは、本発明の第３の実施形態によるＥ-ＤＣＨ ＵＥの動作を示す
フローチャートである。図１０Ｂは、図１０Ａによる無線ベアラの設定以後に遂行されう
る。
【００８０】
　図１０Ａを参照すると、ステップＳ１００１で、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥは、無線ベアラマッピ
ング情報とターゲットＴｒＣＨ情報を含む無線ベアラ設定メッセージを受信する。ステッ
プＳ１００２で、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥは、無線ベアラマッピング情報のアップリンク伝送チャ
ンネルタイプ、すなわちＤＣＨ＋Ｅ-ＤＣＨとＤＣＨ及びＥ-ＤＣＨ伝送チャンネル構成情
報を貯蔵し、チャンネルタイプ及びチャンネル構成情報により伝送チャンネルを含むＤＣ
Ｈ/Ｅ-ＤＣＨ無線ベアラをすべて構成する。ステップＳ１００３で、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥは、
ターゲットＴｒＣＨ情報がＥ-ＤＣＨを示すか否かをチェックする。その結果、ターゲッ
トＴｒＣＨ情報がＥ-ＤＣＨを示す場合に、Ｅ-ＤＣＨ　ＵＥは、ステップＳ１０１１でＥ
-ＤＣＨを用いてアップリンク伝送を遂行し、それともステップＳ１０１２でＤＣＨを用
いてアップリンク伝送を遂行する。
【００８１】
　図１０Ｂを参照すると、ステップＳ１０２１で、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥは、アクティブセット
更新メッセージ又は伝送チャンネル表示メッセージを通じてＲＢ　ｉｄとターゲットＴｒ
ＣＨ情報を含む伝送チャンネルインジケータを受信し、ステップＳ１０２２で、ターゲッ
トＴｒＣＨ情報がＥ-ＤＣＨであるか否かをチェックする。ターゲットＴｒＣＨ情報がＥ-
ＤＣＨを示す場合に、Ｅ-ＤＣＨ　ＵＥは、ステップＳ１０３１に進行してＲＢｉｄによ
って表示される無線ベアラのアップリンク伝送チャンネルタイプがＤＣＨ＋Ｅ-ＤＣＨで
あり、無線ベアラに対してＥ-ＤＣＨ伝送チャンネルが構成されているかをチェックする
。ステップＳ１０３１で、すべてが真であると、ステップＳ１０４１に進行して、Ｅ-Ｄ
ＣＨ ＵＥは、Ｅ-ＤＣＨ無線ベアラを用いてアップリンク伝送を遂行する。ステップＳ１
０２２で、ターゲットＴｒＣＨ情報がＤＣＨであり、或いはステップＳ１０３１の条件が
偽である場合に、ステップ１０４２で、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥはＤＣＨ無線ベアラを用いてアッ
プリンク伝送を遂行する。
【００８２】
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　図１１と図１２は、本発明の望ましい実施形態によるＥ-ＤＣＨ ＵＥとＳＲＮＣの構成
を示す。
【００８３】
　まず、図１１を参照すると、ＲＲＣシグナリング送受信部１１０２は、ＳＲＮＣから無
線ベアラ設定メッセージを受信し、この無線ベアラ設定メッセージに含まれたアップリン
ク無線ベアラマッピング情報とターゲットＴｒＣＨ情報(第３の実施形態の場合)をデータ
伝送制御部１１０４に伝送した後、ＳＲＮＣに無線ベアラ設定完了メッセージを伝送する
。データ伝送制御部１１０４は、アップリンク無線ベアラマッピング情報に含まれたアッ
プリンク伝送チャンネルタイプ(すなわち、ＤＣＨ＋Ｅ-ＤＣＨ）とＤＣＨ/Ｅ-ＤＣＨ構成
情報をチャンネル構成情報貯蔵部１１０８に貯蔵した後に、チャンネルタイプ及び構成情
報によってそれぞれの伝送チャンネルと物理チャンネルで構成された無線ベアラをアップ
リンクデータ伝送部１１１０に構成する。
【００８４】
　無線ベアラが構成されると、データ伝送制御部１１０４は、アクティブセット貯蔵部１
１０６に貯蔵されたアクティブセット或いはターゲット伝送チャンネル情報を参照して、
現在セルでＥ-ＤＣＨ或いはＤＣＨを使用するかを判定する。その判断は、現在セルを含
むアクティブセットにＥ-ＤＣＨを支援するセル或いは与えられたしきい値を満たす信号
強さを有し、且つＥ-ＤＣＨを支援するセルが存在するか、或いはターゲットＴｒＣＨ情
報が存在するかによってなされることができる。データ伝送制御部１１０４は、その判断
の結果によりＥ-ＤＣＨ無線ベアラ或いはＤＣＨ無線ベアラを使用するようにアップリン
クデータ伝送部１１１０を制御する。アップリンクデータ伝送部１１１０は、データ伝送
制御部１１０４の制御に基づき、Ｅ-ＤＣＨ無線ベアラ或いはＤＣＨ無線ベアラを通じて
アップリンクデータを伝送する。
【００８５】
　一方、測定部１１１２は、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥによって感知可能なすべてのセルのＰ-ＣＰ
ＩＣＨ信号強さを測定し、その測定結果をＲＲＣシグナリング送受信部１１０２に提供す
る。ＲＲＣシグナリング送受信部１１０２は、測定結果をＳＲＮＣに報告し、ＳＲＮＣか
らアクティブセット更新メッセージを受信してデータ伝送制御部１１０４に提供する。
　データ伝送制御部１０４は、アクティブセット更新メッセージによりアクティブセット
貯蔵部１１０６のアクティブセットを更新し、この更新されたアクティブセット或いはア
クティブセット更新メッセージに含まれる伝送チャンネルインジケータにより、Ｅ-ＤＣ
Ｈ無線ベアラ或いはＤＣＨ無線ベアラを使用するようにアップリンクデータ伝送部１１１
０を制御する。また、ＲＲＣシグナリング送受信部１１０２によって伝送チャンネル表示
メッセージが受信された場合、データ伝送制御部１１０４は、伝送チャンネル表示メッセ
ージによりＥ-ＤＣＨ無線ベアラ或いはＤＣＨ無線ベアラを使用するようにアップリンク
データ伝送部１１１０を制御する。
【００８６】
　次に、図１２を参照すると、ＲＢ設定制御部１２０４は、アップリンクデータサービス
を希望するＥ-ＤＣＨ ＵＥのためにアップリンク無線ベアラマッピング情報とターゲット
ＴｒＣＨ情報(第３の実施形態の場合)を生成する。アップリンク無線ベアラマッピング情
報は、アップリンク伝送チャンネルタイプ(すなわち、ＤＣＨ＋Ｅ-ＤＣＨ）とＤＣＨ/Ｅ-
ＤＣＨ構成情報を含む。ＲＲＣシグナリング送受信部１２０２は、アップリンクデータサ
ービスを希望するＥ-ＤＣＨ ＵＥのためにアップリンク無線ベアラマッピング情報とター
ゲットＴｒＣＨ情報(第３の実施形態の場合)を含む無線ベアラ設定メッセージを伝送する
。以後、アップリンクデータ受信部１２０８は、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥによって選択され、或い
はターゲットＴｒＣＨ情報によって表示されたＤＣＨ又はＥ-ＤＣＨ無線ベアラを通じて
アップリンクデータを受信する。
【００８７】
　ＲＲＣシグナリング送受信部１２０２は、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥからＰ-ＣＰＩＣＨの測定結
果報告を受信し、その測定結果の報告に含まれたターゲットセルの信号強さをＲＢ設定制
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御部１２０４に提供する。ＲＢ設定制御部１２０４が、信号強さによってＥ-ＤＣＨ ＵＥ
にターゲットセルの無線リンクを追加することを決定すると、ＲＲＣシグナリング送受信
部１２０２は、アクティブセットに含まれるセルのＥ-ＤＣＨ情報或いはＥ-ＤＣＨ情報/
伝送チャンネルインジケータ(第３の実施形態の場合)を含むアクティブセット更新メッセ
ージをＥ-ＤＣＨ ＵＥに伝送する。このとき、ターゲットセルがＲＢ設定制御部１２０４
の制御下にない場合に、Ｉｕｒシグナリング送受信部１２０６は、ターゲットセルを制御
するＤＲＮＣにＥ-ＤＣＨ ＵＥのチャンネル構成情報を含む無線リンク設定/追加要求メ
ッセージを伝送し、ターゲットセルに対するＥ-ＤＣＨ情報を含む応答メッセージを受信
してＲＢ設定制御部１２０４に伝送する。すると、ＲＢ設定制御部１２０４は、ターゲッ
トセルのＥ-ＤＣＨ情報を参照してアクティブセット更新メッセージのＥ-ＤＣＨ情報を設
定する。他の場合に、ＲＲＣシグナリング送受信部１２０２は、ＲＢ設定制御部１２０４
の制御によって、伝送チャンネルインジケータを含む伝送チャンネル表示メッセージをＥ
-ＤＣＨ ＵＥに伝送する。
【００８８】
　同様にアップリンクデータ受信部１２０８は、Ｅ-ＤＣＨ ＵＥによって選択され、或い
は伝送チャンネルインジケータによって表示されたＤＣＨ或いはＥ-ＤＣＨ無線ベアラを
通じてアップリンクデータを受信する。
【００８９】
　以上、本発明の詳細な説明においては具体的な実施形態に関して説明したが、形式や細
部についての様々な変更が可能であることは、当該技術分野における通常の知識を持つ者
には明らかである。したがって、本発明の範囲は、前述の実施形態に限定されるものでは
なく、特許請求の範囲の記載及びこれと均等なものに基づいて定められるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００９０】
【図１】一般的なＵＭＴＳシステムの無線接続ネットワークの構造を示す図である。
【図２】一般的なＵＴＲＡＮでＵｕインターフェースプロトコルを示す図である。
【図３】一般的なＥ-ＤＣＨの一般動作を説明する図である。
【図４】Ｅ-ＤＣＨを支援するセルと支援しないセルで構成されたネットワークでのＥ-Ｄ
ＣＨ　Ｅ-ＤＣＨ ＵＥの移動を示す図である。
【図５】本発明の第１の実施形態により、Ｅ-ＤＣＨを支援するセルと支援しないセルで
構成されたネットワークでアップリンクデータを伝送するための無線ベアラを示す図であ
る。
【図６】本発明の第２の実施形態により提案されるハンドオーバー領域でＥ-ＤＣＨ Ｅ-
ＤＣＨ ＵＥのアップリンク伝送動作を示す構造図である。
【図７】本発明の第２の実施形態によるシグナリングフローチャートである。
【図８】本発明の第２の実施形態によるＥ-ＤＣＨ ＵＥの動作フローチャートである。
【図９】本発明の第３の実施形態により提案されるハンドオーバー領域でのＥ-ＤＣＨ Ｅ
-ＤＣＨ ＵＥのアップリンク伝送動作を示す流れ図である。
【図１０Ａ】本発明の第３の実施形態によるＥ-ＤＣＨ ＵＥの動作を示すフローチャート
である。
【図１０Ｂ】本発明の第３の実施形態によるＥ-ＤＣＨ ＵＥの動作を示すフローチャート
である。
【図１１】本発明の望ましい実施形態によるＥ-ＤＣＨ ＵＥとＳＲＮＣの構成を示す図で
ある。
【図１２】本発明の望ましい実施形態によるＥ-ＤＣＨ ＵＥとＳＲＮＣの構成を示す図で
ある。
【符号の説明】
【００９１】
　５０１　Ｅ-ＤＣＨを支援するセル＃１
　５０２　Ｅ-ＤＣＨを支援しないセル＃２



(23) JP 4505021 B2 2010.7.14

10

　５０３　Ｅ-ＤＣＨを支援するセル＃３
　５１１　Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ＃１
　５１２　Ｅ-ＤＣＨ ＵＥ＃２
　５２１　ＤＴＣＨ
　５２２　Ｅ-ＤＣＨ
　５２３　Ｅ-ＤＰＤＣＨ
　５３１　ＤＴＣＨ
　５３２　ＤＣＨ
　５３３　ＤＰＤＣＨ
　５４１　ＤＴＣＨ
　５４２　Ｅ-ＤＣＨ
　５４３　Ｅ-ＤＰＤＣＨ

【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０Ａ】
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